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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益が回復基調にあり雇用環境も改善が進みましたが、個人

消費は低迷し、欧州や新興国経済の不安定な状況なども加わって、先行きは相変わらず不透明な状況にあります。

当社の関連するコンクリート製品業界では、冬場の需要期を迎えて主な納入先であります公共工事に一部動きが

見られますが、競争は激しく事業環境は厳しい状況が続いております。

こうしたなか、当社は耐震性・止水性で評価の高い接着継手工法「ＴＢ（タッチボンド）工法」及び高い施工性

を誇り環境に優しい「ＥＣＯ－Ｃ・Ｌ（エコ・クリーンリフト）工法」の展開を軸にボックスカルバートをはじめ

とする製品拡販活動を進めてまいりました。

この結果、当第３四半期累計期間の売上高は87億４千４百万円（前年同四半期は82億５千５百万円）となりまし

た。損益面におきましては、営業利益は４億６千２百万円（前年同四半期は５億５百万円）、経常利益は５億４百

万円（前年同四半期は５億１千６百万円）となりました。四半期純利益は特別利益、特別損失を加減算し税金費用

を控除した結果、３億４千７百万円（前年同四半期は３億３千３百万円）となりました。

セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。

（コンクリート関連事業）

コンクリート関連事業は、受注高は98億７百万円、売上高は87億７百万円（前年同四半期は82億１千６百万円）、

セグメント利益は４億８千６百万円（前年同四半期は５億２千１百万円）となりました。

①セメント二次製品部門は、受注高が44億２千２百万円、売上高は37億２千万円（前年同四半期は39億３千８百

万円）となりました。

②工事部門は、受注高が４億１千８百万円、売上高は３億５千万円（前年同四半期は３億９千２百万円）となり

ました。

③その他部門は、工事用資材及びコンクリート製品に装着する資材等で、受注高は49億６千６百万円、売上高は

46億３千６百万円（前年同四半期は38億８千６百万円）となりました。

（不動産事業）

不動産事業は当社が保有するマンション等の賃貸収入で、売上高は３千７百万円（前年同四半期は３千８百万

円）、セグメント利益は１千７百万円（前年同四半期は１千６百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期会計期間末における総資産は144億８千５百万円（前事業年度末に比べ１億３千８百万円の増加）と

なりました。流動資産は前事業年度末に比べ２億３千８百万円減少し99億１千４百万円となり、固定資産は３億７千

７百万円増加し45億７千１百万円になりました。流動資産の主な増減は、現金及び預金の増加１億２千８百万円、売

上債権の減少５億３千８百万円であります。

当第３四半期会計期間末における負債は53億５千３百万円（前事業年度末に比べ２億８千２百万円減少）となりま

した。流動負債は前事業年度末に比べ３億８千１百万円減少し49億６千９百万円となり、固定負債は前事業年度末に

比べ９千９百万円増加し３億８千４百万円となりました。流動負債の主な減少は仕入債務の３億３千４百万円の減少

であります。

当第３四半期会計期間末における純資産は91億３千１百万円（前事業年度末に比べ４億２千万円増加）となりまし

た。主な増加は、その他有価証券評価差額金の２億３千１百万円であります。その結果、自己資本比率は63.0％とな

りました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年３月期通期の業績予想につきましては、平成28年５月18日に公表しております予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備

及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この変更による損益に与える影響は軽微であります。

（３）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期会計期間から適用しております。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,808,717 3,936,871

受取手形及び売掛金 4,556,917 3,941,866

電子記録債権 476,438 553,298

製品 1,121,401 1,190,918

原材料及び貯蔵品 73,606 120,170

その他 115,773 170,994

流動資産合計 10,152,855 9,914,120

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 206,059 209,598

機械及び装置（純額） 205,022 195,499

土地 1,677,601 1,677,601

その他（純額） 378,351 436,609

有形固定資産合計 2,467,034 2,519,308

無形固定資産 71,228 70,640

投資その他の資産

投資有価証券 610,152 781,258

関係会社株式 856,084 1,016,141

その他 219,859 214,200

貸倒引当金 △29,784 △29,827

投資その他の資産合計 1,656,312 1,981,773

固定資産合計 4,194,574 4,571,722

資産合計 14,347,429 14,485,843

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,690,531 3,355,584

短期借入金 1,300,000 1,300,000

未払法人税等 70,967 62,423

賞与引当金 105,588 53,345

その他 183,699 197,740

流動負債合計 5,350,787 4,969,093

固定負債

退職給付引当金 63,004 62,274

長期未払金 68,300 67,960

その他 154,356 254,604

固定負債合計 285,661 384,839

負債合計 5,636,448 5,353,932
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(単位：千円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成28年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,204,900 1,204,900

資本剰余金 819,054 819,054

利益剰余金 6,596,855 6,786,479

自己株式 △44,930 △44,965

株主資本合計 8,575,879 8,765,469

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 135,102 366,441

評価・換算差額等合計 135,102 366,441

純資産合計 8,710,981 9,131,910

負債純資産合計 14,347,429 14,485,843
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 8,255,026 8,744,898

売上原価 7,003,498 7,506,525

売上総利益 1,251,527 1,238,372

販売費及び一般管理費 746,171 776,214

営業利益 505,356 462,158

営業外収益

受取利息 2,440 2,440

受取配当金 32,849 38,038

その他 5,611 14,254

営業外収益合計 40,900 54,734

営業外費用

支払利息 10,098 9,214

その他 19,680 3,401

営業外費用合計 29,779 12,616

経常利益 516,477 504,276

特別利益

投資有価証券売却益 - 747

特別利益合計 - 747

特別損失

固定資産除却損 4,410 6,034

固定資産売却損 32 43

特別損失合計 4,442 6,078

税引前四半期純利益 512,035 498,945

法人税、住民税及び事業税 138,229 154,600

法人税等調整額 40,664 △3,051

法人税等合計 178,894 151,548

四半期純利益 333,141 347,397
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。
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